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　子供の交通事故の特徴として、

　　○　歩行中に事故に遭う割合が高い

　　○　他の年齢と比較して自転車乗車中の事故が多い

　　○　放課後の事故が多い

　　○　幼児は、自動車同乗中の事故が多い

ことなどが挙げられます。

 １　子供の事故の特徴

　県警察では、新入学児童・園児を対象に４月から７月までの間集中的に

　　○　こども自転車教室

　　○　腹話術による交通安全教育

　　○　模擬信号機を活用した正しい横断方法の指導

等を実施して子供の事故防止対策の他、小学校を母体とする交通少年団の結成の促進及び活動

の支援を行っています。（平成25年中1,107回、99,141人が参加）

 ２　県警察の取組
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